










【医学系】

「歯と骨の分子疾患科学の国際教育研究拠点」東京医科歯科大学

本拠点は 世界一の高齢化が進行する我が国で “歯と骨”の疾患の分子病態とその再建・治療について

平成２０年度採択

本拠点は、世界 の高齢化が進行する我が国で、 歯と骨 の疾患の分子病態とその再建 治療について、
新領域の研究者を加え最先端の研究をさらに推進し、国際教育推進体制を整備し、「世界で活躍する若手研
究者」を育成する事を目指しています。“歯と骨”は、加齢により量・質共に喪失が進行し、これを止める
ことは尚困難なため、国民の健康上、その再建・治療を行うことは喫緊の課題であることから、本拠点では、
この領域の基礎と臨床の教育研究拠点の形成を行います。

国際的に活躍する若手育成 歯と骨の世界のトップの研究
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海外での大学院生
によるレクチャー

【医学系】

「幹細胞医学のための教育研究拠点」慶應義塾大学
初期胚から個体の死に至る一生を通じ、幹細胞は、基本的にすべての臓器に存在し、さまざまな疾患の病態や

治療と密接に関連しています。本拠点は、iPS細胞の開発など、世界で注目されるわが国の幹細胞医学研究を発
展させ、医学全体を俯瞰した「幹細胞医学」と呼ぶべき学問領域の創生を目指しています。そして、幹細胞医学
を軸とした教育研究の重点化と自立性にあふれた次世代の担い手である若手研究者の育成を行っています。

総合 ンテ ション

COEX MEETING

若手研究者による英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 月例研究発表会
2003年21世紀COE開始時より継続（8年目）
世界標準のﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ技術を磨く

http://www.gcoe-stemcell.keio.ac.jp/

基礎から臨床の実現に向け
５つの領域･サブグループを構築

基礎から臨床の実現に向け
５つの領域･サブグループ を構築

組織幹細胞制御とIn Vivo実験医学１

炎症・免疫制御と組織再生２

基礎から臨床の実現に向け
５つの領域･サブグループを構築

基礎から臨床の実現に向け
５つの領域･サブグループ を構築

組織幹細胞制御とIn Vivo実験医学１

炎症・免疫制御と組織再生２

トランスジェニックマウス・マーモセッ
ト個体の作成に成功 Nature 459(2009)

生殖幹細胞‐体細胞相互作用と
RNAサイレンシング Nature 461(2009)

ES細胞から誘導した心筋精製のための
新しい方法を確立 Nature Methods 7(2009)

末梢血中の終末分化したヒトT細胞から
iPS細胞の樹立に成功 Cell Stem Cell 7(2010)

主な研究成果･進捗状況

GCOE国際シンポジウム2010
ポスタープレゼンテーション

“自己複製能”の獲得

継続的な教育研究体制の構築と
人材育成の好環境の形成
大学院生の上級生がRA（ﾘｻｰﾁｱｼｽﾀﾝﾄ）と
して下級生を育てる、人材育成の好循環
を形成します。
“多分化能”の獲得

若手人材の成長ステージに応じた時系列的教育プログラム
大学院生（RA） ⇒ PD ⇒ 若手ファカルティ ⇒ PI

人材育成 3つの特徴 癌幹細胞とEMTを標的とした
新規癌治療の開発

３

難治性疾患の再生医療の開発４

実現可能な再生医療の実践５

癌幹細胞とEMTを標的とした
新規癌治療の開発

３

難治性疾患の再生医療の開発４

実現可能な再生医療の実践５

iPS細胞の樹立に成功 Cell Stem Cell 7(2010)

腹腔内脂肪組織に新たなリンパ球の集積
(FALC)とそこに集積するナチュラルヘル
パー細胞を発見 Nature 463(2010)

血液のもとになる細胞を増殖、治療に
よって失われた血球を回復させるカギと
なるタンパク質を発見 Blood Aug(2010)

眼科領域初、ヒト幹細胞を用いる臨床研
究指針の承認を得る(2009)

本拠点管理の慶應ベクタープロセッシン
グセンター(KVPC)を用いて調整した幹細ポスタ プレゼンテ ション

本拠点で2009･2010年 連続開催している
｢ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｽｷﾙ向上のためのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ｣で習得した
ﾌﾟﾚｾﾞﾝ技術は実践で生きている

“多分化能”の獲得
国際的指導力のある多彩な人材の育成
RAは「幹細胞ﾚｸﾁｬｰｺｰｽ」を必修受講し幹
細胞の最先端知識を幅広く習得します。
“遊走能”の獲得

国際的な共同体制構築のための人材交流
海外連携機関訪問・共同研究の遂行・海
外留学等若手の武者修行を支援します。

グ ンタ (KVPC)を用いて調整した幹細
胞を含む上皮シート移植手術を実施。
(2009･2010) 角膜再生医療の臨床研究が始
まる。経過良好。

プレスリリース 記者会見でインタビュー
に応える本拠点RA（大学院生）

幹細胞医学研究を牽引する
拠点リーダー 岡野栄之
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【数学、物理学、地球科学】

「変動地球惑星学の統合教育研究拠点」東北大学

本拠点では、世界の多くの教育研究拠点と重層的な研究教育ネットワークを形成し、研究者や学生の相互交
流と共同研究を強力に推進しています。研究面では、地球と惑星を統合的にとらえ、地球惑星変動と地球環境
変動を解明する、変動地球惑星学の創出を国際交流と国際共同研究のもとに推進しています。教育面では、課
題発掘力 技術開発力 フィールド力 国際発信力の育成をさらに推進するとともに 本拠点の研究分野の幅題発掘力、技術開発力、フィールド力、国際発信力の育成をさらに推進するとともに、本拠点の研究分野の幅
広さを生かして統合力を育成し、世界に貢献する幅広い力をもった優秀な人材を育成しています。

拠点の国際的評価と主な受賞

世界トップレベルの地震学研究 !

= 過去10年間の全世界地震学者30,670人の
トップ10にメンバー3名が選出 =

紫綬褒章2件、文部科学大臣若手科学者賞2件、
国際学術賞1件、アメリカ地球物理学連合フェロー1件
国際会議での基調講演・招待講演58件 学会賞9件

最先端の海外研究者による英語セミナー開催
最先端の知識を吸収させ、学生の知的
好奇心を刺激し、 新しい学問を切り開く

専攻・研究科横断型の共通教育プログラム実施
異分野の実践的技術を幅広く身につけること
によって 新しい学問を生み出す力を養う

若手研究者の育成プログラムAWARD

学生・若手研究者の活躍と研究成果

謎の領域 トンガスラブの地震波速度異方性の原因を解明 ! (博士課程 D2 N 2008 )

国際会議での基調講演 招待講演58件、学会賞9件
学生の学会発表賞･ポスター賞17件 (内国際会議8件)

によって、新しい学問を生み出す力を養う

国際学会参加支援
英語で議論する力を育成

国際インターンシップ
アジア地域、環太平洋地域、ヨーロッパ地域

の教育研究機関との国際連携教育

海外派遣、国際会議企画奨励
積極的な国際交流研究活動に財政支援

世界の研究拠点とネットワーク構築

米国・フランス・ロシア・台湾の研究拠点を結ぶネットワークを構築

米国・オーストラリアの研究拠点を結ぶ環太平洋ネットワークを構築

アジアにおける衛星観測による沿岸海洋研究ネットワークの中心を担う

AWARD

謎の領域、トンガスラブの地震波速度異方性の原因を解明 ! (博士課程 D2, Nature, 2008 ) 
初期地球の隕石と海洋との衝突現象に注目、世界で初めて隕石海洋衝突環境を
模擬実験およびアミノ酸生成に成功 !  (博士課程 D3, Nature  Geoscience,  2009 ) 
地球生命史上最大の謎を探る基礎資料となる「生物大絶滅当時の地層」を発見 ! 
(博士課程 D1, Palaeogeography他, 2009)    
月周回衛星「かぐや」にレーダサウンダを搭載し、世界で初めて月の全球地下構造を
探査 ! 月火山活動の変遷や月冷却時期を調査。 (Science, 2009 ) 
広域観測と南極「ドームふじ」の氷床コアに対する分析により、温室効果気体の変動と
循環の解明 !  (Nature Geoscience, 2009 ) 

【数学、物理学、地球科学】

「未来を拓く物理科学結集教育研究拠点」東京大学

本拠点では、東京大学が持つ物理科学の卓越した知と技を結集し、未解明の問題に挑むとともに、大学院生
の「発想の次元の拡大」を促し、「基礎科学の礎としての物理学の深化と展開を担う人材」、「グローバル社
会を先導する物理人材」、および「産業の変革と創造を担う物理人材」の育成を目指します。これらの高度な
研究教育の実施と物理知の拡大により、人類社会の課題解決に貢献することを長期的な目標としています。

物理科学に関係する３つの研究科と
５つの専攻が結集・協力

物理科学に関係する３つの研究科と
５つの専攻が結集・協力

１．物理学の深化と展開を担う人材の育成
・融合先端物理プログラムによる理工連携の推進
・博士学生企画による集中セミナー（RAキャンプ）の実施
・分野横断型萌芽的研究室（グローバルCOEラボ）の開設

１．物理学の深化と展開を担う人材の育成
・融合先端物理プログラムによる理工連携の推進
・博士学生企画による集中セミナー（RAキャンプ）の実施
・分野横断型萌芽的研究室（グローバルCOEラボ）の開設

２．グローバル社会を先導する人材の育成
・海外研究活動支援制度（長期海外派遣）の推進
・アジア圏ハブ人材育成拠点の形成

韓国延世大、シンガポール南洋理工大、中国清華大と協力
・国際研究拠点形成とグローバル化の推進

２．グローバル社会を先導する人材の育成
・海外研究活動支援制度（長期海外派遣）の推進
・アジア圏ハブ人材育成拠点の形成

韓国延世大、シンガポール南洋理工大、中国清華大と協力
・国際研究拠点形成とグローバル化の推進

RAキャンプ参加者高温超伝導体の準粒子コヒーレンスの観測

大学別論文数・被引用数では物理分野世界トップ大学別論文数・被引用数では物理分野世界トップ

３．産業の変革と創造を担う人材の育成
・キャリアパスの開拓

集中講義の開催、工学キャリア支援オフィスの開設支援
・研究室単位で企業と共同研究を実施

３．産業の変革と創造を担う人材の育成
・キャリアパスの開拓

集中講義の開催、工学キャリア支援オフィスの開設支援
・研究室単位で企業と共同研究を実施
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【機械、土木、建築、その他工学】

「機械システム・イノベーション国際拠点」東京大学

環境に配慮しつつ活力ある持続的社会を実現するため、「拡張ナノ」を活用した革新的な機械システム
を創出し，新たな「拡張機械工学」体系を構築すると共に、国際性を有し，将来の産業界・学術界におい
てリーダーシップを取って活躍できる人材の養成を行います。「拡張ナノ空間研究」「ナノ・マイクロ要
素イノベーション」「シンセシス・イノベーション」の世界最先端の研究プロジェクトのもと、■基礎素
養■専門知識■リテラシー■コンピテンシーを兼ね備えた逞しくタフな若者を育成します。

■ 拡張ナノ空間研究
ナノの制御によりこの空間に誘起される現象を活用することで、

これまでにない効果を発現する革新的な機械の創出を目指す．
■ ナノ・マイクロ要素イノベーション
拡張ナノ空間研究で確立される理論に裏付けされて，実世界に
革新的機械を創出するための要素を創る．
■ シンセシス イノベ ション

Excellent
human resource

Excellent
human resource

■ シンセシス・イノベーション
革新的機械を創出するためのシンセシス技術を確立する．
・革新的医療機器・福祉機器
・革新的航空機・自動車
・革新的エネルギー変換機器

【機械 土木 建築 その他工学】

ナノ空間の現象がミクロ空間に展開する融
合領域を「拡張ナノ空間」と呼ぶ．

■基礎素養
（数学，物理，化学，生物等の自然科学，人文社会科学の基礎）

■専門知識
（工学の専門知識，技術・社会・環境に関する俯瞰的知識）

■リテラシー （コミュニケーション，情報，倫理）
■コンピテンシー （リーダーシップ，課題設定力・解決力，遂行力，

責任感と使命感）

【機械、土木、建築、その他工学】

「マイクロ・ナノメカトロニクス教育研究拠点」名古屋大学
マイクロ・ナノメカトロニクスを基盤とする新世代学際分野の構築を通して、未踏分野に果敢に挑戦す

る若手研究者を育成し、先端技術獲得のみならず社会的課題をも視野に入れた独創性に重点を置く世界最
高水準マイクロ・ナノメカトロニクス研究及び次世代医療のブレイクスルー創出を目指しています。本学
のマイクロ・ナノシステム工学専攻を軸として、UCLAとの連携や、先端材料、機械科学、計測・システム

工学、バイオ・先端医療分野のトップ研究者を結集した国際的教育研究環境を活用し、国際レベルの学際
研究リ ダを育成します

○学界・産業界への人材輩
出による社会貢献

○キャリアパス実績
大学教員 ８名
公的研究機関 ５名

◆国際的拠点ネットワークの展開
国際連携機関：
ＵＣＬＡ、フライブルグ大学、
ニューキャッスル大学、ソウル大学、
釜山大学、清華大学、上海交通大学、聖アンナ大学院大

★「スーパードクター制度」の設立
大学院博士課程前期・後期課程を一貫教育
経済的な支援，積極的な海外派遣
★経験重視型実践プログラム
学生・若手研究者が自ら企画する実践的な

研究リーダを育成します。

多彩な研究者育成プログラム 国際的研究ハブ拠点形成

２１世紀の中核技術、マイクロ・ナノ技術の確立を目指す世界的視野に立った勇気ある知識人の育成

次世代リーダー輩出

◎研究成果の発表
学会発表３２２件、 論文発

表２３４件（Ｈ２１年度実績）
◎ＧＣＯＥホームページ及び

NagoyaUniversityResearch
を通した情報発信
◎「 に 特集冊

公的研究機関 名
民間企業（研究開発） ８名
ＰＤ４名 等

釜山大学、清華大学、上海交通大学、聖アンナ大学院大
学、早稲田大学、筑波大学、韓国科学技術研究院

◆国際会議主催（Ｈ２０～２１年度実績）
国際会議主催：８回、参加海外研究者：計２１１名

◆マイクロ・ナノメカトロニクス研究センター設立

マイクロ・ナノメカトロニクスの先進的実用的な研究推進
（Ｈ２１年１０月設立）

学 若手研究者 自 画する実践的な
国際ワークショップ・研究成果発表会の開催
Ｈ２０～２１年度４回開催、参加学生１７０名
（外国人３５名）
★産学・医工連携の新カリキュラム
産業界からの講師招聘による多彩な授業
医工連携等の学際的分野の授業創設
★ＧＣＯＥセミナー

世界トップレベル研究者によるセミナー
最先端研究に触れる機会を提供
５５回開催（内４８回外国人講師）

世界に誇る研究成果

世界への情報発信

◎「Nature」にGCOE特集冊
子を出版（Vol.461(7265), 
2009/10/8

５５回開催（内４８回外国人講師）
延べ１５００名参加
（Ｈ２０～２１年度）
★ＵＣＬＡとの連携
長期滞在研究 Dr．２名

学生企画ラボツアー、
ワークショップを毎年開催

ナノニードル操作による細胞の機
械特性測定，2010 IEEE Robotics 
and Automation Technical Field 
Award受賞 【日本人２人目】

歯髄幹細胞によって神経組織を
再生することに成功
日本再生医療学会
【世界初】
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【社会科学】

「社会科学の高度統計・実証分析拠点構築」一橋大学

社会科学における実証研究は、自然科学における実験に比すことが可能であり、このような実証研究に
とって重要なのは、長期間をカバーする統計と個票データの整備です。本拠点では、継承する２つの21世紀
COEプログラムで蓄積した教育・研究基盤を活用し、世界の研究者コミュニティーに開かれたデータ・アー
カイブを核とし OJTによる国際的水準の統計 実証分析専門家の養成と 実証研究やデ タに直結した統カイブを核とし、OJTによる国際的水準の統計・実証分析専門家の養成と、実証研究やデータに直結した統
計分析手法・経済理論の開発を行う、世界的な教育研究拠点の構築を目指しています。

人材育成：実証分析のオン･ザ･ジョブ教育拠点

拠点内での人材育成

● 高度統計･実証分析カリキュラム

● 大学院生への経済的支援とOJTの結合：COEフェロー RA

政府統計ミクロデータ政府統計ミクロデータ 歴史統計歴史統計

産業・地域統計産業・地域統計

研究者集団研究者集団 オン・ザ・ジョブ教育オン・ザ・ジョブ教育

統計データ・アーカイブ統計データ・アーカイブ

政府統計ミクロデータ政府統計ミクロデータ 歴史統計歴史統計

産業・地域統計産業・地域統計

研究者集団研究者集団 オン・ザ・ジョブ教育オン・ザ・ジョブ教育

統計データ・アーカイブ統計データ・アーカイブ

● 大学院生への経済的支援とOJTの結合：COEフェロ 、RA、

TAの公募採用

● 特任教員による統計･実証分析教育、研究成果発信のため

の高度な英語教育

世界に開かれた教育拠点

● 国内外のポスドクをCOE研究員として公募採用
● 国内外の他機関に所属する大学院生･若手研究者を

研究者集団研究者集団 オン・ザ・ジョブ教育オン・ザ・ジョブ教育
（（OJTOJT））

研究者集団研究者集団 オン・ザ・ジョブ教育オン・ザ・ジョブ教育
（（OJTOJT））

日本を代表する統計データ・アーカイブ

● 日本最初の政府統計ミクロデータ・センター
● アジア長期経済統計シリーズの作成（フローニン

ゲン大学、LSE、ハーバード大学等とのネットワーク）
● JIPデータベース（OECD、FRB、内閣府等でも活用

世界の研究者コミュニティーに開かれた拠点として、平成世界の研究者コミュニティーに開かれた拠点として、平成2222年年1010月月11日までに海外機関の院生や研究者日までに海外機関の院生や研究者

がが4646名、国内他機関の院生や研究者が名、国内他機関の院生や研究者が6060名共同研究に参加。また、名共同研究に参加。また、3030回の国際コンファレンスを開催。回の国際コンファレンスを開催。

機
「COE研究生」として受け入れ、OJTの機会を提供

● 国内外の大学院生を募集し、合宿形式で鍛える若手
集中セミナー

● 第一線の研究者によるレクチャーシリーズ

される日本の産業構造と生産性を分析する基礎資
料、平成20年度－22年度10月1日までに約8万6千
回のアクセス実績）

● 農家経済調査個票のデータベース化と公開
●アジア･サーベイ調査コンソーシアムの構築

【社会科学】

「人間行動と社会経済のダイナミクス」大阪大学

伝統的な経済学は、人間の「合理性」を前提として構築されてきました。しかし、不況や多重債務といった
問題は「合理性」のもとでは発生しません。そこで、本拠点では、経済実験・アンケートといった新しい研究
手法と脳科学などの関連分野の手法を経済学の分析手法に加えた行動経済学的分析により、人間行動を実証的
に把握し、判断におけるクセ、あるいは非合理性のパターンを明らかにし、社会経済のダイナミクスを探るこ
とを目指しており 日本における行動経済学の拠点として 多数の若手研究者を育成していますとを目指しており、日本における行動経済学の拠点として、多数の若手研究者を育成しています。

若手人材育成の目標
新しい経済問題を高度な分析技術を基礎に、新しい発想・手法を用い
て研究し、解決策を提案し、研究成果を国際的に発表していく能力を
もった人材の育成
1. 経済学の最先端で用いられる標準的な技術(コアコース・TA）
2. 新しく発生する社会経済の諸問題を分析できる能力

研究の進展
1.大規模アンケート調査: 21世紀COEから引き続き日本・米国におけ

る大規模個人追跡調査実施、中国・インドにおける調査→データ公開
2.事業推進担当者の高い業績
・査読学術雑誌：American Economic Journal: Microeconomics, 
Journal of Economic Theory, Journal of Health Economics, Journal of 
N i 等査読雑誌掲載数51件（H21) 29件（H20)3. 経済実験やアンケート調査の実施能力

4. 英語で研究論文を執筆し、国際学会で発表できる能力
5. 国際的な研究者ネットワークを作る能力
6. 関連学問領域に関する知識

若手人材育成の状況
・博士後期課程学生の育成：GCOEの当初２年間で査読付き雑誌43
件、学会報告55回→研究者として９名就職（うち任期無し国立大学准

教授・専任講師２名）
・英文アカデミックライティング（米国人教員） 神経経済学 実験経済

Neuroscience 等査読雑誌掲載数51件（H21)、29件（H20)
・事業推進担当者の学士院賞受賞(2008年大竹文雄)

肥満と時間割引（左）、時間割引の脳活動（上）

国際的研究・行動経済学会
・サ チ理論 肥満と健康の経済学 神経経済学 労働経済学等の・英文アカデミックライティング（米国人教員）、神経経済学、実験経済

学、データ分析に関する特任教員の採用と授業

・英文校正支援、海外学会参加支援、大学院生中心のコンファランス
の開催、

・サーチ理論、肥満と健康の経済学、神経経済学、労働経済学等の
国際会議開催（２年間で26件）

・オハイオ州立大学、シカゴ大学、ランド研究所、
アリカンテ大学から第一線の研究者、MITから

大学院生を招へい
・ペンシルバニア大学と継続してInternational Economic Reviewを発行
・行動経済学会の創設(H19)と発展（会員数約280名）
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【学際、複合、新領域】

「環境激変への生態系適応に向けた教育研究」東北大学

本拠点は、温暖化などの避けられない地球環境変化による生態系サービス（生物・生態系が提供する人
類にとっての利益）の低下を防ぐために、生物・生態系の適応力を利用した生態系管理・保全対策を目指
す「生態系適応科学」という新分野を確立し、その対策の有効性を社会一般に広めることを目的としてい
ます また 生態系適応科学に関する先端的研究者 更には 高 専門性と共に実践力 広い視野を合わます。また、生態系適応科学に関する先端的研究者、更には、高い専門性と共に実践力・広い視野を合わ
せ持ち、保全や環境対策に関わる様々な場で国際的に活躍できる生態環境人材を育成します。

生態環境人材の育成国際的研究活動

・国際共同研究 49件
学術誌掲載論文
Nature 2編, Nature Chemical Biology 1編, 
Nature Immunology 3編, PNAS 3編 等

・国際若手フォーラム

1.生物・生態系に関連する環境分野で国際

的に研究をリードする先端的研究者
・博士課程院生による国際共同研究 13件
・大学院生海外派遣 52名
・生態適応セミナー開催 48回

生態適応GCOE、3つのミッション

研究基盤体制研究基盤体制

基 礎
社会

システム

研 究
生態系適応科学の確立

教育体制教育体制

基盤教育
プログラム

先端研究者

育 成
生態環境人材の育成

研究基盤体制研究基盤体制

基 礎
社会

システム

研 究
生態系適応科学の確立

教育体制教育体制

基盤教育
プログラム

先端研究者

育 成
生態環境人材の育成

国際若手フォ ラム
各国から選抜された22名の若手研究者が
5日間のワークショップ期間内に論文を執筆
（国際誌Oikosに4編の論文掲載）

・国際フォーラム
第1回：生物と生態系の頑健性と安定性
第2回：生態適応科学に関連する技術
（海外研究者招致 計34名）

・生物多様性条約事務局との共同出版
Ecological Research の特集号を出版し，
COP10で参加者に配布

・国際インターンシップ派遣 11名
WWF, FoE, CBD, FAO, JICAなど

・国際フィールド実習実施 （マレーシア、中国）
・環境マネジメント講座

PEM取得を希望する受講者数 48名

2.高い専門性をもち、国際機関や企業、NGOなど

で問題解決型のプロジェクトを企画・運営できる

人材（PEM: Professional Ecosystem Manager）

生態適応 ミナ 開催 8回
・博士号取得 26名 （就職者25名,PEM取得中1名）

保全技術

育成プログラム

PEMプログラム
先端教育人材育成

プログラム

環境機関
コンソーシアム

環境機関
コンソーシアム

国際研究
機関

NGO 企業

行政

実 践
生態系適応の社会への普及・定着

保全技術

育成プログラム

PEMプログラム
先端教育人材育成

プログラム

環境機関
コンソーシアム

環境機関
コンソーシアム

国際研究
機関

NGO 企業

行政

実 践
生態系適応の社会への普及・定着

COP10で参加者に配布

マレーシアでのフィールド実習

得 希 名
・PEM取得者 5名

就職状況：省庁1名、企業１名、研究機関３名・環境機関コンソーシアム設立 35団体
研究成果を社会に還元し、生態適応力を活かした保全管理を進めるために、研究機関、
企業、自治体、NGOなどの連携組織を設立。情報共有や人材育成、実践で連携を図る。

・企業との共同研究 4件
オフセット研究・生物多様性評価指標開発など

・共同シンポジウム、イベント等の公開講座 6件
国際シンポジウム「気候温暖化と生物多様性」「生物多様性オフセット」など 初のPEM資格認定書授与式

社会への普及・定着

【学際、複合、新領域】

「学融合に基づく医療システムイノベーション」東京大学

本拠点は、医学・工学・薬学の融合領域における世界最先端の研究開発と先端医療の現場に確固たる軸
足を置きながら、多様な事業化の事例、産業界や異分野との接点、グローバルな経験を積む機会を提供す
る独自のカリキュラムにより、明日の健康・医療分野を先導することができる国際的人材を育成すること
を目指しています。これら融合教育の基盤として、ナノテクノロジーやナノサイエンスに立脚するナノメ融 育 脚
ディシン領域における研究開発を、医・工・薬の研究者が密接に連携して推進しています。

融合教育の基盤となる

学融合による研究成果
融合教育の基盤となる

学融合による研究成果拠点における人材教育拠点における人材教育
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【学際、複合、新領域】

「極端気象と適応社会の生存科学」京都大学

地球環境変化に伴い気象変動は激化しつつあります 温室効果ガスの増大を直ちにストップできたとし

平成２１年度採択

地球環境変化に伴い気象変動は激化しつつあります。温室効果ガスの増大を直ちにストップできたとし
ても、すでに全世界で進行している温暖化影響は、今後数十年は続きます。その変動を的確に監視・予知
し、その影響に対する適応策（アダプテーション）を明らかにすることを目的に京都大学の２つの研究所、
５つの大学院研究科が協力して教育研究体制を組み、気象変動とその適応策に関する研究を推進し、この
分野において次世代、次々世代までこの問題を考え続けるような人材の育成を行います。

・極端気象適応社会教育ユニットを設置

２研究所５研究科が協力して極端気象適応社会教育ユニットを
設置し 大学院博士後期課程を対象とした「極端気象と適応社会設置し、大学院博士後期課程を対象とした「極端気象と適応社会
の生存科学」教育プログラムを開始しました。

このプログラムを希望する学生は、①理工融合あるいは文理融
合の講義科目群、②フィールド実習、③インターンシップ研修、
④学際ゼミナール、⑤国際スクールのすべてを履修し、これらを
修了することにより認定証（certificate）を授与されます。この
ようにより幅広い知識と経験を積んだグローバル人材をめざす若
人に、本プログラムは最良の経験とチャンスを与えます。

2010年春の教育ユニット設置より現在まで、プログラム登録大
学院生は26名（他1名は就職）。文理コース6名、理工コース20名学院生は26名（他1名は就職）。文理 ス6名、理工 ス20名
が在籍しています。

学生は、本プログラムの若手育成助成制度や外部資金等によっ
てこれまで22名が海外国内等の各自希望するフィールドや研究拠
点に派遣され、研究を進めています。

海外研究者を65名招聘し、研究交流をはかるほか、特定教員5名、
研究員8名、PD研究員7名、RA22名、TA26名を雇用するなどし、研
究者・教育者としてのキャリアデベロップメントの場を提供して
います。

エジプト（アレクサンドリア大学、アシュード大学、国
立水資源研究所）、ニジェール（ICRISAT,ニアメ大学）、
ガンビア（ガンビア大学、国家災害管理局）、タンザニア
（ダルエスサラーム大学）、インドネシア（バンドン工科
大学、ガジャマダ大学）、フィジー（SOPAC南太平洋地球
物理委員会、適正技術開発センター）、マレーシア（マ
レーシア科学大学）、インド（ICRISAT,デリー大学）など、
海外研究機関とも連携をすすめています。

【学際、複合、新領域】

「アクティヴ・ライフを創出するスポーツ科学」早稲田大学
本拠点では、心身の健康から、人々が活力をもって生きることのできる地域や社会のあり方までも含むアク

ティヴ･ライフを目指しています。日本は、長寿世界一でありながら要介護高齢者や中高年者のメタボリック
シンドロームが問題となっており、一方で、体力・運動能力が低下し、対人・社会関係を構築できない子ども
が増加しています このような問題の解決には スポーツが大きな可能性を持つと期待されることから 本拠

海外研究機関とも連携をすすめています。

が増加しています。このような問題の解決には、スポ ツが大きな可能性を持つと期待されることから、本拠
点では、スポーツ科学における世界的な教育研究拠点を形成し、高い専門性と幅広い知識を兼ね備えた人材を
育成します。

国内外の機関と連携した教育・研究体制 ３つの戦略的プロジェクトテーマ

国立健康

German Sport 
University 
Cologne

（国際提携協力）スポーツ科学分野を
広く俯瞰できる高度
専門職集団の育成

Sport Science
for Active Life

の確立

国立健康

German Sport 
University 
Cologne

（国際提携協力）スポーツ科学分野を
広く俯瞰できる高度
専門職集団の育成

Sport Science
for Active Life

の確立

ケルン体育大学
（ドイツ）

ラフバラ大学
（イギリス）

国際協力機関

国立健康

German Sport 
University 
Cologne

（国際提携協力）スポーツ科学分野を
広く俯瞰できる高度
専門職集団の育成

Sport Science
for Active Life

の確立

国立健康

German Sport 
University 
Cologne

（国際提携協力）スポーツ科学分野を
広く俯瞰できる高度
専門職集団の育成

Sport Science
for Active Life

の確立

ケルン体育大学
（ドイツ）

ラフバラ大学
（イギリス）

国際協力機関 Ⅰ：子ども
ＩＴ普及社会における子どもの体力低下抑止と健全育成促進

Ⅰ：子ども
ＩＴ普及社会における子どもの体力低下抑止と健全育成促進
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科学センター

早稲田大学

国立健康･
栄養研究所

東京都老人
総合研究所

Cologne

スポーツ･運動現場

SSCAL
(スポーツ科学研究科)

カルガリー大学
（カナダ）

クィーンズランド大学
（オーストラリア）

ソウル大学

上海体育大学

他海外提携機関

国立スポーツ
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早稲田大学

国立健康･
栄養研究所

東京都老人
総合研究所

Cologne

スポーツ･運動現場

SSCAL
(スポーツ科学研究科)

カルガリー大学
（カナダ）

クィーンズランド大学
（オーストラリア）

ソウル大学

上海体育大学

他海外提携機関

北京体育大学
（中国）

清華大学
（中国）

上海体育学院
（中国）

ソウル大学
（韓国）

台湾師範大学
（台湾）

カルガリー大学
（カナダ）

（イギリス）

東京都健康長寿
医療センター

国立スポーツ
科学センター

早稲田大学

国立健康･
栄養研究所

東京都老人
総合研究所

Cologne

スポーツ･運動現場

SSCAL
(スポーツ科学研究科)

カルガリー大学
（カナダ）

クィーンズランド大学
（オーストラリア）

ソウル大学

上海体育大学

他海外提携機関

国立スポーツ
科学センター

早稲田大学

国立健康･
栄養研究所

東京都老人
総合研究所

Cologne

スポーツ･運動現場

SSCAL
(スポーツ科学研究科)

カルガリー大学
（カナダ）

クィーンズランド大学
（オーストラリア）

ソウル大学

上海体育大学

他海外提携機関

北京体育大学
（中国）

清華大学
（中国）

上海体育学院
（中国）

ソウル大学
（韓国）

台湾師範大学
（台湾）

カルガリー大学
（カナダ）

（イギリス）

東京都健康長寿
医療センター

Ⅲ：トップスポーツ
人類幸福の実現のための

トップスポーツ興隆の方策追究

Ⅲ：トップスポーツ
人類幸福の実現のための

トップスポーツ興隆の方策追究

運動技能の計測
小学校での骨密度計測

運動技能の計測
小学校での骨密度計測

Ⅱ：中高年
医療・介護（社会保障）負担の軽減と

中高年の生きがい創出

Ⅱ：中高年
医療・介護（社会保障）負担の軽減と

中高年の生きがい創出

博士課程教育システム

・経済的支援（RA38名），社会人教育の充実（9名）
・成績優秀者の海外（協力校）への派遣（本年9名）

・国際的ネットワーク形成の場の提供
・基礎的知識と実践現場への応用力の獲得
・充実した留学生教育(現12名），英語による学位取得 実践フィールド：所沢市，体育各部（OB会），スポーツ医科学クリニック

日本人オリンピック選手の
ミトコンドリア遺伝子タイプの探索

日本人オリンピック選手の
ミトコンドリア遺伝子タイプの探索

ローイング運動介入前後の内臓脂肪の測定ローイング運動介入前後の内臓脂肪の測定
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